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町
長
所
信
表
明

　

私
の
政
治
姿
勢
は
「
守
り
と

攻
め
の
町
政
、
未
来
を
拓
く
住

民
の
力
」
で
す
。

　
「
守
り
」
と
は
、
町
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
り
、
自
然
や
文

化
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
。

　
「
攻
め
」
と
は
、
良
い
と
思

う
こ
と
に
は
挑
戦
し
、
失
敗
を

学
び
に
変
え
て
、
町
民
の
力
を

信
じ
て
共
に
前
進
す
る
姿
勢
で

す
。

　

こ
の
二
つ
を
両
立
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
、
議
員
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
町
の
未
来
を
切
り
拓
い
て

ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
の
柱
は
「
守
り
と
攻
め

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
防
災

対
策
で
は
、平
時
は
宿
泊
施
設
、

有
事
に
は
避
難
所
と
な
る
移
動

式
住
宅
「
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
」

を
設
置
し
、
防
災
と
観
光
を
両

立
さ
せ
ま
す
。

　

第
二
の
柱
は
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
×
学
び
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
水
力
発

電
5
カ
所
を
有
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
800
％
の
本
町
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
た

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
学
び
合
う
拠
点
を
整
備

し
、
将
来
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促

す
土
壌
を
つ
く
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た

温
浴
施
設
な
ど
に
よ
り
、「
東
洋

の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
」
を
目
指
し

ま
す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
3
点
申
し

上
げ
ま
す
。

　

第
一
に
、「
お
出
か
け
を
あ
き

ら
め
な
い
、
フ
レ
イ
ル
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」。
巡
回
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
交
通
を
組
み
合
わ
せ

た
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
オ
ア
シ
ス
」

を
構
築
し
ま
す
。

　

第
二
に
、「
子
育
て
と
教
育
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」。
小
学
校

2
校
を
存
続
し
中
学
校
を
統

合
、
町
営
塾
や
中
学
2
年
生
の

海
外
短
期
留
学
を
実
施
し
ま

す
。
放
課
後
な
ど
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
誘
致
や
最
大
300
万
円
の
定

住
支
援
金
に
よ
り
、
子
育
て
世

代
な
ど
を
応
援
し
ま
す
。

　

第
三
に
、「
町
の
強
み
を
生
か

し
た
産
業
と
定
住
の
振
興
」。

仁
淀
ブ
ル
ー
を
生
か
し
た
滞
在

型
観
光
、
林
業
・
農
業
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
防
災
・
医
療
の
分
野
で

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
移
住
・

定
住
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、

国
の
「
地
域
生
活
圏
」
形
成
事

業
を
活
用
し
、
国
道
33
号
・
439

号
を
軸
と
し
た
広
域
連
携
を
進

め
ま
す
。

　

本
町
の
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動

は
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る

事
例
で
あ
り
、
高
齢
者
が
支
え

合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
を
基
盤
に
、
医
療
・
交
通
・
買

い
物
な
ど
日
常
生
活
を
支
え
る

官
民
連
携
モ
デ
ル
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

俳
人
・
種
田
山
頭
火
が
詠
ん

だ
「
山
の
よ
ろ
し
さ
。
水
の
よ

ろ
し
さ
。
人
の
よ
ろ
し
さ
。」

の
と
お
り
、こ
の
町
の
宝
は「
人

の
よ
ろ
し
さ
」
で
す
。

　
『
年
を
と
っ
て
も
未
来
は
変

え
ら
れ
る
』
と
い
う
希
望
を
胸

に
、
町
民
の
力
を
信
じ
、「
自
律

し
た
大
人
の
町
」
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

所 

信 

表 

明
片岡町長

子ども議会の様子
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退
職
あ
い
さ
つ

　

仁
淀
川
町
副
町
長竹

本　

雅
浩

　

こ
の
た
び
、
9
月
30
日
を

も
っ
て
役
場
を
退
職
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
ご

協
力
に
よ
り
、
大
過
な
く
職
務

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
60
年
か
ら
約
40

年
間
役
場
職
員
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
課
長
職
を
は
じ
め
教
育
長

や
副
町
長
な
ど
能
力
以
上
の
大

役
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常

に
充
実
し
た
有
意
義
な
年
月
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何

と
か
職
務
を
全
う
で
き
た
の

は
、
議
員
の
方
々
の
叱
咤
激
励

や
職
場
の
先
輩
、
同
僚
、
後
輩

の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
今
年
で
65
の
歳
を
迎

え
、
少
し
ず
つ
健
康
不
安
も
増

し
て
き
ま
し
た
。
日
々
進
歩
す

る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
用
し
た
業
務

に
も
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
こ
れ
以
上
、
町
の
重

要
事
項
を
決
定
す
る
よ
う
な
職

務
を
続
け
ら
れ
な
い
と
思
い
、

こ
の
た
び
の
町
長
交
代
を
機
に

後
進
に
道
を
譲
る
決
意
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
住
民
の
一
人
と
し

て
何
か
町
の
お
役
に
立
て
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
微
力
な
が
ら
力

に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
仁
淀
川
町
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
皆
さ
ん
の
ご
健

勝
ご
多
幸
を
切
に
願
い
、
退
職

に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

教
育
長
退
任
あ
い
さ
つ

　

仁
淀
川
町
教
育
長黒

川　

一
彦

　

こ
の
た
び
、
一
身
上
の
都
合

に
よ
り
、
9
月
30
日
を
も
ち
ま

し
て
、
教
育
長
を
辞
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
、学
校
関
係
者
、

議
会
の
皆
さ
ん
よ
り
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
62
年
か
ら
34
年

間
一
般
行
政
職
と
し
て
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で

も
、
初
め
て
の
管
理
職
は
、
議

会
事
務
局
長
で
、
不
安
で
し
た

が
当
時
の
議
長
や
前
議
会
事
務

局
長
な
ど
に
、
ご
指
導
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
何
と
か
、
周

り
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く

議
会
運
営
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
後
、
令
和
3
年
10
月
か

ら
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
小
さ
な
町
で
は
、
教

育
が
何
よ
り
と
の
思
い
、
そ
の

一
心
で
教
育
行
政
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

年
々
厳
し
く
な
る
行
財
政
を
見

据
え
、
前
町
長
の
方
針
に
沿
っ

て
、
学
校
再
編
を
、
町
を
挙
げ

て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

小
中
一
貫
校
の
建
設
は
、
議
会

で
の
慎
重
な
ご
審
議
や
、
町
政

の
新
た
な
方
針
、
ま
た
、
何
よ

り
私
の
力
不
足
に
よ
り
、
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
一
方
で
開
校
時
に
対
象

と
な
る
、
今
の
保
育
園
児
の

保
護
者
全
世
帯
の
う
ち
、
83
・

6
％
も
の
方
々
か
ら
、「
学
校
再

編
検
討
委
員
会
の
提
言
に
基
づ

き
、
早
急
に
小
中
一
貫
校
の
設

立
を
望
む
」
要
望
書
に
署
名
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
町

民
の
理
解
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
期

待
に
応
え
ら
れ
ず
心
よ
り
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
は
地
域
と
学
校
、
行
政

が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
未
来
に
羽
ば
た
け
る
教

育
環
境
が
整
え
ら
れ
る
こ
と

を
、心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
賜
り
ま

し
た
ご
厚
情
に
重
ね
て
感
謝
申

し
上
げ
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展

と
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
職
あ
い
さ
つ

教
育
長
退
任
あ
い
さ
つ
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　 議案および議決結果
議員各位が賛否表明

件名及び提案理由 議決結果

専決処分の報告について
　※物損事故に関する和解 報告のみ

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町一般会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町国民健康保険直診勘定特別会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町会計事務集中管理特別会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

認定について
　※令和 6 年度仁淀川町農業集落排水事業会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成

仁淀川町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
　※災害対策基本法等の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する一部を改正する 全員賛成

※読後、議会だよりに対するご意見、ご感想をお寄せください
（仁淀川町議会事務局）☎0889－35－1081
〠781－1592　吾川郡仁淀川町大崎200番地

※メールアドレス　gikai@town.niyodogawa.lg.jp
※議会を傍聴しませんか

（日程は、防災無線などでお知らせいたします）

議
案
の
議
決
結
果

（4）第81号令和 7年12月 1 日発行 仁 淀 川 町 議 会 だ よ り



議員各位が賛否表明
件名及び提案理由 議決結果

罹災者に対する救助金支給条例の一部を改正する条例について
　※災害対策基本法等一部改正に伴い、本条例の一部を改正する 全員賛成

令和 7 年度仁淀川町一般会計補正予算（第 2 号）について
　※令和 7 年度仁淀川町一般会計補正予算（第 ２ 号）を定めるもの 全員賛成

令和 7 年度仁淀川町介護保険特別会計補正予算（第 1 号）について
　※令和 7 年度仁淀川町介護保険特別会計補正予算（第 1 号）を定めるもの 全員賛成

令和 6 年度（繰越）中津渓谷ゆの森客室改修工事請負契約の締結について
　※�令和 ６ 年度（繰越）中津渓谷ゆの森客室改修工事の予定価格が 5 ,000万円以上であるため、契約に際し

て議会の議決を求めるもの
全員賛成

令和 6 年度（繰越）防災・安全交付金事業町道家古屋岩丸線道路改良工事請負契約の締
結について
　※令和 ７ 年度仁淀川町介護保険特別会計補正予算（第 1 号）を定めるもの

全員賛成

令和 6 年度道路メンテナンス事業町道北川線（昇雲橋）橋梁修繕工事請負契約の一部
変更について
　※�議会の議決に付さなければならない契約、予定価格 5 ,000万円以上の工事請負契約のうち、500万円以上

の変更契約であるため、議会の議決を求めるもの
全員賛成

仁淀川町過疎地域持続的発展計画の変更について
　※仁淀川町過疎地域持続的発展計画の内容を一部変更しようとするもの 全員賛成

監査委員の選任について
　　　　　　※�令和 7 年 9 月30日をもって、任期満了となる監査委員に上記の者を再任したく、議会の同意を

求めるもの
　　　　　　　吉岡　國弘（土居甲）
　　　　　　　任期：令和 7 年10月 1 日～令和11年 9 月30日（ 4 年）

全員賛成

副町長の選任について
　　　　　　※副町長を新たに選任するため、議会の同意を求めるもの
　　　　　　　下久保　幹夫（名野川）
　　　　　　　任期：令和 7 年10月 1 日～令和11年 9 月30日（ 4 年）

全員賛成

仁淀川町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
　※災害対策基本法等の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する 全員賛成

仁淀川町選挙管理委員及び補充員の選挙

選挙管理委員：加藤　亀生、氏次　　司、堀本ふみ子、大原　達也
選挙管理委員補充員： 1 番　黒川　紀子、 2 番　植田　和生
　　　　　　　　　　 3 番　吉村　裕司、 4 番　濱渦美喜子
任期：令和 7 年10月 1 日～令和11年 9 月30日（ 4 年）

議長指名

議
案
の
議
決
結
果
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■
令
和
6
年
度
仁
淀
川
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

問　

藤
原
議
員

　

町
産
材
ス
タ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
、

池
川
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
が
立
て

ら
れ
て
1
年
に
な
る
。
町
内
で

は
、
森
地
区
の
研
修
生
用
住
宅

2
軒
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
町

外
へ
の
販
売
実
績
・
視
察
の
状

況
は
ど
う
か
？

答　

奥
田
農
林
課
長

　

現
在
町
外
で
の
販
売
実
績
は

な
い
。
令
和
6
年
3
月
か
ら
今

年
9
月
ま
で
の
視
察
件
数
は
18

団
体
、
視
察
人
数
は
約
340
人
。

問　

藤
原
議
員

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
更
新
は

リ
ー
ス
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。
あ
と
購
入
さ
れ
た
機
材
の

処
分
の
方
法
は
。

答　

黒
川
教
育
長

　

今
年
は
教
師
・
電
子
黒
板
用

の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
つ
い
て

は
リ
ー
ス
だ
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
5
年
間
使
用
す
る

場
合
、
購
入
の
方
が
安
く
な
る

た
め
。

　

処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
職

や
図
書
館
に
回
し
、
余
っ
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ

が
残
っ
て
る
可
能
性
も
あ
り
購

入
業
者
に
引
き
取
り
を
お
願
い

す
る
。

■
令
和
7
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い

て問　

竹
本
議
員

　

農
業
確
立
総
合
支
援
事
業
補

助
金
420
万
円
は
フ
ー
ド
プ
ラ
ン

の
浄
化
槽
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
補
助
金
と
説
明
を
受
け

た
が
、
い
つ
工
事
が
終
わ
る
の

か
。

　

高
校
生
海
外
留
学
支
援
補
助

金
50
万
円
、
ど
こ
の
高
校
生
か

情
報
公
開
し
て
み
て
は
。

答　

井
上
池
川
支
所
長

　

年
度
内
で
完
了
と
把
握
し
て

い
る
。

答　

吉
川
教
育
次
長

　

町
在
住
の
佐
川
高
校
3
年
生

が
県
の
海
外
留
学
制
度
に
採
択

さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
へ
の
留
学
で
、
県
の
事
業

採
択
だ
け
で
は
費
用
が
厳
し
い

の
で
、
今
回
補
助
事
業
制
度
を

計
上
し
た
。

問　

竹
本
議
員

　

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
浄
化
槽
に

つ
い
て
今
の
時
期
は
水
量
が
多

い
が
、
冬
季
か
ら
春
季
に
か
け

て
の
渇
水
時
に
非
常
に
大
き
な

問
題
と
な
る
、
早
期
完
了
を
。

　

不
動
産
鑑
定
業
務
委
託
料
235

万
円
は
ふ
れ
あ
い
公
園
の
ど
こ

の
土
地
か
。

　

佐
川
高
校
が
数
年
先
に
は
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の

中
で
、
こ
の
留
学
生
の
件
は
校

長
先
生
か
ら
喜
ん
で
連
絡
が

あ
っ
た
。
や
る
気
が
あ
れ
ば
自

分
の
夢
が
か
な
え
ら
れ
る
と
い

う
実
例
だ
。
海
外
留
学
の
夢
が

か
な
え
ら
れ
る
生
徒
が
町
内
か

ら
多
く
出
る
よ
う
に
勧
め
て
ほ

し
い
。

　
答　

井
上
池
川
支
所
長

　

浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
早
期
発
注
早
期
完
了
を
目

指
す
。

　

平
成
27
年
度
に
ふ
れ
あ
い
公

園
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
借

地
の
土
地
を
購
入
し
た
が
、
土

地
2
筆
の
購
入
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
地
権
者
に
打
診
を
し

購
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
計
上
し
た
。

答　

片
岡
町
長

　

大
変
う
れ
し
い
話
で
、
国
・

県
の
補
助
金
を
設
け
て
も
ら

い
、
後
に
続
く
よ
う
な
子
ど
も

が
育
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

う
。

■
令
和
6
年
度
（
繰
越
）
中

津
渓
谷
ゆ
の
森
客
室
改
修
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て問　

藤
﨑
議
員

　

5
業
者
が
入
札
し
て
、
そ
の

う
ち
3
社
辞
退
し
2
社
で
の
入

札
と
な
っ
て
い
る
理
由
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

大
石
総
務
課
長

　

辞
退
の
理
由
を
把
握
し
て
い

な
い
。

問　

藤
原
議
員

　

契
約
金
額
5
千
270
万
円
で
客

室
の
改
装
と
い
う
こ
と
だ
が
、

維
持
管
理
で
は
な
い
と
思
う
が

ア
プ
ロ
ス
側
の
負
担
割
合
は
な

い
の
か
。

答　

竹
本
副
町
長

　

業
者
側
の
負
担
は
今
回
な

い
。
確
か
に
こ
の
客
室
は
利
益

を
得
る
た
め
の
改
修
に
な
る

が
、
依
頼
業
務
の
分
析
を
し
た

中
で
、
稼
働
率
の
高
い
優
良
な

宿
泊
施
設
に
も
か
か
わ
ら
ず
黒

字
が
出
な
い
理
由
が
宿
泊
客
の

取
り
こ
ぼ
し
だ
と
指
摘
を
受
け

た
。
ゆ
の
森
側
と
協
議
を
し
た

結
果
、
県
補
助
金
を
も
ら
い
、

町
の
方
で
改
修
し
客
室
を
増
や

し
て
今
後
黒
字
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。　

問　

若
藤
議
員

　

5
千
270
万
円
の
金
額
を
か
け

て
改
修
し
ど
れ
ほ
ど
利
益
が
出

る
の
か
。
再
三
改
築
な
ど
や
っ

て
き
て
い
る
が
、
赤
字
続
き
で

住
民
か
ら
批
判
の
声
を
聞
く
。

採
算
計
画
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ

し
い
。

答　

竹
本
副
町
長

　

非
常
に
大
き
な
お
金
で
あ
る

の
で
、
10
年
20
年
と
い
う
話
に

な
り
明
確
に
は
答
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
町
民
の
方
も
働

い
て
お
り
早
く
黒
字
に
持
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ

ま
で
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
る

が
、
施
設
改
修
以
外
に
町
か
ら

営
業
資
金
を
出
し
た
こ
と
は
な

い
。
今
の
時
点
で
テ
コ
入
れ
を

し
、
今
後
は
改
修
費
用
を
で
き

る
だ
け
抑
え
ら
れ
る
よ
う
な
方

向
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

第
4
回
9
月
定
例
会　
Ｑ
＆
Ａ

議
案
の
審
議

そ
こ
が
聞
き
た
い

－

第
4
回（
9
月
）定
例
会

－
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問　

岡お
か

田だ

良り
ょ
う

成せ
い

議
員

　

5
月
23
日
に
建
設
常
任
委
員

会
で
安
居
渓
谷
線
道
路
災
害
復

旧
工
事
の
現
場
視
察
を
し
、
建

設
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　

現
在
計
画
中
で
9
億
円
く
ら

い
の
工
事
に
な
る
予
定
。
工
期

は
3
年
間
で
9
月
に
発
注
予
定

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
工

事
発
注
が
早
ま
っ
た
の
か
。
町

長
選
挙
は
8
月
5
日
告
示
で
あ

り
、
入
札
日
は
任
期
満
了
の
8

月
27
日
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　

8
月
27
日
に
Ａ
社
グ
ル
ー
プ

の
工
事
落
札
を
確
認
し
退
任
し

て
い
る
。

　

答　

竹
本
副
町
長

　

入
札
の
決
定
は
、
毎
月
末
に

実
施
し
て
お
り
、
町
長
任
期
に

は
関
係
な
い
。

　

問　

岡
田

　

7
月
28
日
、
入
札
の
公
告
、

総
合
評
価
値
700
点
以
上
、
3
社

共
同
企
業
体
。

　

7
月
29
日
、
入
札
の
公
告
、

誤
り
が
あ
り
取
り
消
し
。

　

7
月
30
日
、
入
札
の
公
告
、

総
合
評
価
値
650
点
以
上
に
変
更

し
た
経
緯
と
根
拠
を
問
う
。
評

価
値
が
650
点
以
上
に
な
っ
た
こ

と
で
、
Ｂ
社
が
構
成
員
の
資
格

を
得
た
。

　

7
月
31
日
時
点
で
、
Ａ
社
グ

ル
ー
プ
と
Ｃ
社
グ
ル
ー
プ
は
、

Ｊ
Ｖ
に
は
1
社
足
り
な
い
状
態

だ
っ
た
。

　

Ａ
社
グ
ル
ー
プ
は
ど
う
し
て

も
650
点
に
下
げ
て
で
も
、
Ｂ
社

が
必
要
で
あ
り
前
町
長
に
依
頼

を
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

答　

大
石
総
務
課
長

　

評
価
値
を
650
点
下
げ
た
の

は
、
前
町
長
の
指
示
。

　

答　

神
岡
建
設
課
長

　

前
町
長
の
指
示
で
あ
っ
た
。

　

問　

岡
田

　

高
知
新
聞
に
落
札
決
定
取

り
消
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の
軽
油

消
費
量
が
古
い
計
算
式
の
基
に

単
価
表
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
予

定
価
格
の
設
定
が
本
来
よ
り
1

万
円
過
大
に
な
り
、
取
り
消
し

に
な
っ※
た
。
業
者
か
ら
入
札
前

に
、
48
件
の
質
問
状
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
違
い
は

職
務
の
怠
慢
で
あ
る
。

　

落
札
金
額
は
最
低
制
限
金
額

の
７
億
3
千
266
万
3
千
円
で
同

額
で
あ
り
、
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
が

落
札
し
た
。
そ
の
後
、
町
は
積

算
ミ
ス
が
発
覚
し
落
札
決
定
の

取
り
消
し
を
し
た
。
誤
っ
た
金

額
と
同
額
で
落
札
さ
れ
た
こ
と

が
お
か
し
い
。
業
者
か
ら
の
積

算
書
を
要
望
す
る
。

　

入
札
後
に
各
業
者
が
何
度
も

開
示
請
求
を
し
た
が
、
納
得
い

か
ず
、
積
算
疑
義
申
立
書
提
出

に
よ
り
、
発
覚
し
た
の
で
は
な

い
か
。

　

答　

建
設
課
長

　

入
札
後
の
積
算
質
疑
申
立
書

に
よ
っ
て
気
づ
い
た
。
積
算
書

は
、
町
職
員
が
作
成
し
た
。

　

問　

岡
田

　

9
月
4
日
、
高
松
公
正
取
引

委
員
会
へ
行
き
、告
発
書
提
出
、

そ
の
日
受
理
さ
れ
た
。

　

9
月
10
日
、
Ｂ
社
の
証
言
、

Ａ
社
が
町
に
行
き
「
評
価
点
を

下
げ
る
よ
う
に
話
を
し
て
く
る

か
ら
、
650
点
に
下
が
っ
た
ら
、

他
の
業
者
と
組
ま
ず
に
私
（
Ａ

社
）
と
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
依

頼
が
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
官
製

談
合
で
あ
る
と
私
は
断
定
す

る
。

　

答　

町
長

　

関
係
法
令
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、
町
長
の
職
務
権
限
で

あ
る
と
思
う
。今
後
、積
算
書
作

成
に
つ
い
て
は
、
間
違
い
が
な

い
か
確
認
を
強
化
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一般質問　 7人が登壇　町政にズバリ！　

目的
＊行政の現状や課題を把握し、その適正性をチェックする。
＊住民の声を代弁し、行政に意見や要望を伝える。
＊政策を提案し、行政の改善を促す。
＊質問と答弁を通じて、行政情報を公開し、住民の理解を深める。

⃝

答
　

�

町
長
任
期
に
は
関
係
な
い

町
長
選
挙
に
絡
ん
だ

官
製
談
合

⃝

答
　

�

前
町
長
の
指
示

650
点
以
上
に

変
更
し
た
理
由
は

⃝

答
　

�

入
札
後
の
積
算
質
疑

申
立
書
で
気
づ
い
た

積
算
ミ
ス
に
よ
り
取
り
消
し

※
48
件
の
質
問
状
の
中
に
は
今
回

の
問
題
と
な
っ
て
い
る
間
違
い

を
指
摘
し
て
い
る
質
問
は
な

か
っ
た
。
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一
般
質
問

　

問　

竹た
け

本も
と

文ふ
み

直な
お

議
員

①
佐
川
高
校
は
地
域
の
主
体
的

協
力
が
な
い
と
統
廃
合
の
対
象

に
な
る
と
の
県
教
委
の
方
針
。

本
町
は
主
体
的
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
の
か
。

②
学
校
再
編
は
公
約
通
り
中
学

校
を
一
校
と
す
る
の
か
。

③
竹
ノ
谷
若
者
定
住
住
宅
予
定

地
の
活
用
方
針
は
。

④
稼
げ
る
観
光
行
政
を
ど
の
よ

う
に
構
築
す
る
の
か
。

　

答　

片
岡
町
長

①
佐
川
高
校
の
存
続
に
向
け
、

積
極
的
に
関
与
し
て
い
き
た

い
。
佐
川
町
・
越
知
町
・
仁
淀
川

町
の
3
町
が
し
っ
か
り
と
協
力

し
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

②
学
校
再
編
は
、
小
学
校
2
校

は
現
在
の
学
校
を
残
し
、
中
学

校
は
1
校
に
統
合
す
る
。

③
若
者
定
住
住
宅
宅
地
予
定
地

1
工
区
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
確
認
し
た
上
で
、
ほ
か
の
用

途
へ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て

今
後
検
討
し
て
い
く
。

④
観
光
行
政
の
課
題
は
滞
在
時

間
の
延
長
、
こ
れ
が
改
善
さ
れ

る
と
、宿
泊
、飲
食
、タ
ク
シ
ー

業
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
。

　

移
住
者
に
よ
る
開
業
も
進

み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
流

れ
を
支
援
し
、
宿
泊
を
見
据
え

た
滞
在
型
の
観
光
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

現
役
世
代
の
流
出
を
食
い
止

め
る
た
め
に
、
新
築
、
改
築
、

購
入
に
対
し
て
、
最
大
300
万
円

の
住
宅
支
援
金
を
新
た
に
導
入

す
る
。

　

問　

竹
本

　

75
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
希
望

者
全
員
に
交
付
し
て
い
る
が
、

交
付
方
法
の
見
直
し
提
案
を
す

る
。

　

例
え
ば
タ
ク
シ
ー
料
金
が
、

片
道
1
千
円
以
内
で
通
院
で
き

る
地
域
も
あ
れ
ば
、
片
道
5
千

円
で
足
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。

同
じ
タ
ク
シ
ー
券
も
住
む
地
域

に
よ
っ
て
全
く
価
値
は
違
う
。

交
付
方
法
を
改
め
、
交
通
弱
者

に
限
り
交
付
し
、
医
療
機
関
な

ど
か
ら
の
距
離
に
応
じ
た
枚
数

に
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。

　

答　

日
浦
健
康
福
祉
課
長

　

地
域
タ
ク
シ
ー
券
は
、
高
齢

者
の
外
出
を
支
援
し
、
社
会
参

加
な
ど
の
機
会
の
増
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
の
交
付
率
は
53
％
、

利
用
率
は
54
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

令
和
7
年
3
月
に
策
定
し
た

仁
淀
川
町
地
域
公
共
交
通
計
画

の
具
体
的
な
実
施
施
策
に
、
地

域
タ
ク
シ
ー
券
交
付
事
業
の
見

直
し
の
検
討
を
含
ん
で
い
る
。

　

町
の
バ
ス
路
線
を
、
外
出
可

能
回
数
に
よ
る
公
平
性
の
確
保

の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
今
後

進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

問　

野の

村む
ら

安や
す

夫お

議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
任

期
中
の
政
策
の
方
向
性
を
問

う
。

　

答　

片
岡
町
長

　

長
期
的
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
ハ

ウ
ス
設
置
構
想
と
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
、
子
ど
も
と
シ
ニ
ア

の
学
び
の
拠
点
づ
く
り
、
環
境

を
目
指
す
。

　

短
期
的
に
は
、
外
出
を
あ
き

ら
め
な
い
フ
レ
イ
ル
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
、
子
育
て
と
教
育
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
移
住
者
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
対
し
て

も
、
東
京
一
極
集
中
か
ら
地
方

分
権
型
の
国
土
の
転
換
を
図

る
。

　

問　

野
村

　

住
民
を
一
つ
に
ま
と
め
、
力

強
い
指
導
力
を
発
揮
し
、
四
国

に
仁
淀
川
町
あ
り
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
は
。

　

答　

町
長

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す

る
ま
ち
を
目
指
し
て
頑
張
る
の

で
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

問　

野
村

　

坂
本
地
区
の
水
道
工
事
の
計

画
案
、
そ
の
他
の
地
区
の
計
画

案
並
び
に
進
捗
状
況
を
問
う
。

　

答　

町
長

　

坂
本
地
区
の
簡
易
水
道
更
新

耐
震
化
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
令
和
9
年
度
に
工
事
着
手

し
令
和
11
年
度
に
完
了
す
る
計

画
で
あ
る
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
田
村

排
水
区
の
管
路
改
修
及
び
中
央

排
水
区
川
渡
浄
水
場
整
備
を
実

施
し
て
い
る
。

　

来
年
度
に
お
い
て
は
、
土
居

排
水
区
の
送
水
管
改
修
工
事
及

び
大
崎
排
水
区
一
部
管
路
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

問　

野
村

　

高
齢
者
が
多
い
仁
淀
川
町
に

お
い
て
10
年
間
隔
を
空
け
る

と
、
水
道
を
必
要
と
し
な
い
家

庭
が
多
く
な
る
。
早
期
に
着
工

を
。

　

答　

神
岡
建
設
課
長

　

事
業
費
が
少
な
く
、
工
事
の

状
況
や
施
設
の
耐
震
状
態
な
ど

を
考
慮
し
て
、
計
画
の
見
直
し

を
含
め
て
考
え
て
い
く
。

　⃝
答
　

�
佐
川
高
校
の
魅
力
化
や�
滞
在
型
観
光
に
取
り
組
む

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

⃝

答
　

�

見
直
し
の
検
討
を
す
る

地
域
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

⃝

答
　

�

坂
本
地
区
は
令
和

9
年
度
工
事
着
手

水
道
工
事
に
関
し
て

　⃝

答
　

�「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す

る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
頑
張
る

新
町
長
の
政
策
の
方
向
性
は
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問　

大お
お

野の

直な
お

孝た
か

議
員

　

町
道
安
居
渓
谷
線
道
路
、
災

害
復
旧
手
続
き
変
更
の
理
由
を

問
う
。
入
札
公
告
の
Ｐ
値
変
更

に
つ
い
て
の
文
章
は
、
不
存
在

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
事
務
決

裁
規
程
違
反
で
は
な
い
か
。

　

答　

竹
本
副
町
長

　

総
合
評
定
点
の
変
更
は
、
前

町
長
の
指
示
に
よ
る
変
更
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
公
告
な
ど
の
文

書
は
、
決
裁
文
書
な
ど
は
残
っ

て
い
る
。

　

問　

大
野（
直
）

　

総
務
課
長
は
、
Ｐ
値
変
更
は

前
町
長
の
指
示
に
よ
る
と
証
言

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
建
設
課

長
が
、
入
札
担
当
者
に
指
示
し

た
の
で
は
な
い
か
。
担
当
者
は

前
町
長
に
指
示
を
求
め
、
許
可

さ
れ
た
の
か
。

　

Ｐ
値
変
更
に
つ
い
て
、
仁
淀

川
町
事
務
決
裁
規
定
に
よ
る

と
、
入
札
の
参
加
資
格
、
指
名

停
止
は
、
町
長
と
総
務
課
長
の

合
議
に
よ
る
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
課
長
は
相
当
困
ら
れ
た
と

拝
察
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、

前
町
長
は
、
建
設
課
長
に
指
示

を
し
、
建
設
課
長
が
、
事
務
担

当
者
に
変
更
を
要
請
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
事
務
決
裁
規
定
に

も
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し

た
。
総
務
課
長
と
し
て
は
、
こ

の
後
に
及
ん
で
の
条
件
変
更

は
、
官
製
談
合
を
疑
わ
れ
る
と

判
断
さ
れ
、
一
度
は
お
断
り
を

し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で

建
設
課
長
に
指
示
を
し
た
の
で

は
。

　

答　

神
岡
建
設
課
長

　

前
町
長
が
入
札
公
告
の
担
当

を
建
設
課
と
勘
違
い
し
て
、
私

が
呼
ば
れ
た
。

　

答　

大
石
総
務
課
長

　

伝
達
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
岡
田
議
員
の
質
問
で
述

べ
た
と
お
り
。

　

担
当
者
か
ら
総
合
評
価
点
を

引
き
下
げ
と
い
う
話
を
聞
き
、

再
度
、
担
当
者
も
確
認
に
行
っ

た
こ
と
も
聞
い
た
の
で
、
私
と

し
て
は
、
こ
れ
が
最
終
決
定
と

認
識
し
て
い
た
。

　

問　

大
野（
直
）

　

建
設
課
長
は
、
何
ら
権
限
は

な
い
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

担
当
に
変
更
を
求
め
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
前
町
長
の
、
勘

違
い
と
は
い
え
、
越
権
行
為
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

事
務
決
裁
規
定
が
、
事
細
か

に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
入
札
の

参
加
資
格
と
指
名
停
止
に
関
す

る
こ
と
は
、
前
町
長
と
総
務
課

長
の
合
議
に
よ
る
決
裁
区
分
。

や
は
り
、
総
務
課
長
の
判
断
も

入
っ
て
い
た
の
で
は
。
前
町
長

の
強
い
指
示
が
な
い
限
り
、
総

務
課
長
も
、
責
任
は
免
れ
ら
れ

な
い
。
あ
と
は
特
別
委
員
会
に

場
を
任
せ
る
。

※
執
行
部
答
弁
な
し

一
般
質
問

⃝

答
　

�

前
町
長
が
入
札
公
告
の
担

当
を
建
設
課
と
間
違
え
た

前
町
長
が
建
設
課
へ 

指
示
し
た
の
は
な
ぜ
？

　

問　

若わ
か

藤ふ
じ

敏と
し

久ひ
さ

議
員

　

安
居
渓
谷
線
災
害
復
旧
工
事

は
、公
告
が
一
度
取
り
消
さ
れ
、

参
加
資
格
要
件
が
700
点
以
上
か

ら
650
点
以
上
に
緩
和
さ
れ
再
度

公
告
さ
れ
て
い
る
が
、
要
件
変

更
は
誰
の
指
示
だ
っ
た
の
か
。

　

答　

片
岡
町
長

　

前
町
長
の
指
示
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　

問　

若
藤

　　

入
札
に
参
加
で
き
る
条
件
が

3
社
に
よ
る
共
同
企
業
体
（
Ｊ

Ｖ
）で
あ
っ
た
が
、3
社
目
が
見

つ
か
ら
な
い
業
者
が
い
た
。
そ

の
と
き
前
町
長
の
指
示
で
要
件

が
緩
和
さ
れ
該
当
し
た
1
社
と

入
札
に
参
加
し
た
Ｊ
Ｖ
が
最
低

制
限
価
格
で
落
札
を
し
て
い
る
。

　

何
度
も
予
定
価
格
の
積
算
を

行
い
、
万
全
の
準
備
で
入
札
に

臨
ん
だ
他
の
Ｊ
Ｖ
は
予
定
価
格

を
1
万
円
下
ま
わ
り
失
格
と

な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
数
社
が
異

議
申
し
立
て
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
は
積
算
ミ
ス
を
認
め
落
札

は
取
り
消
さ
れ
て
い
る
が
、
最

低
制
限
価
格
で
落
札
を
し
て
い

た
Ｊ
Ｖ
は
町
と
同
じ
積
算
ミ
ス

を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

複
雑
な
積
算
の
中
で
町
と
業

者
が
同
じ
ミ
ス
を
し
て
、
最
低

制
限
価
格
と
ピ
ッ
タ
リ
に
な
る

な
ど
万
に
一
つ
も
考
え
ら
れ
な

い
。

　

以
上
今
回
の
入
札
公
告
に
は

数
々
の
疑
問
点
が
あ
り
、
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
を
要
求
す

る
。

　

答　

大
石
総
務
課
長

　

参
加
資
格
審
査
の
申
請
が
出

た
段
階
で
Ｊ
Ｖ
の
組
み
合
わ
せ

が
分
か
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で

相
手
の
い
な
い
業
者
が
い
た
話

な
ど
把
握
し
て
い
な
い
。

　

答　

町
長

　

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
場
合
、
資
料
な
ど
は
積
極

的
に
開
示
す
る
。

　⃝
答
　

�
前
町
長
の
指
示

参
加
資
格
要
件
変
更
は

誰
の
指
示
か

　⃝

答
　

�

前
町
長
の
指
示

総
合
評
価
点
（
Ｐ
値
）

変
更
に
つ
い
て
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問　

藤と
う

堂ど
う

賢け
ん

太た

郎ろ
う

議
員

　

猛
暑
か
ら
住
民
の
命
と
健
康

を
ど
う
守
る
か
が
喫
緊
の
課
題

で
は
な
い
か
。
体
温
の
調
整
機

能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
、

持
病
の
あ
る
方
、
乳
幼
児
に
は

特
別
の
配
慮
が
必
要
。

　

こ
の
夏
、
熱
中
症
で
緊
急
搬

送
さ
れ
た
町
民
は
何
人
か
。
高

齢
者
世
帯
、
そ
の
う
ち
独
居
老

人
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
は
、

そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

　

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
な

い
世
帯
が
分
か
る
と
よ
り
早
く

対
応
が
で
き
る
の
で
は
。
全
国

的
に
は
「
命
と
健
康
を
守
る
」

立
場
か
ら
設
置
や
修
理
代
補
助

な
ど
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

生
活
保
護
世
帯
へ
は
収
入
面

か
ら
不
利
益
に
な
ら
な
い
対
策

を
考
え
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

答　

日
浦
健
康
福
祉
課
長

　

救
急
搬
送
は
5
件
、
高
齢
者

世
帯
は
1
千
507
の
う
ち
、
独
居

世
帯
1
千
35
、
3
人
以
上
の
世

帯
18
、
生
活
保
護
世
帯
57
で
エ

ア
コ
ン
の
未
設
置
世
帯
は
把
握

で
き
て
な
い
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
の
エ
ア

コ
ン
購
入
費
や
修
理
、
電
気
代

へ
の
補
助
は
行
っ
て
な
い
が
、

訪
問
時
に
声
か
け
な
ど
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
に

努
め
購
入
手
段
や
経
済
的
困
難

性
の
把
握
に
努
め
検
討
し
た

い
。

　

問　

藤
堂

　

仁
淀
ブ
ル
ー
発
祥
の
地
（
安

居
渓
谷
）
を
求
め
て
都
市
部
か

ら
の
来
町
者
へ
の
対
応
に
一
工

夫
が
い
る
の
で
は
？

　

車
の
方
は
問
題
な
い
が
、
公

共
交
通
の
利
用
者
も
多
い
。
夏

の
暑
い
昼
頃
、
安
居
方
面
に
日

傘
姿
の
女
性
が
長
時
間
歩
い
て

い
た
。
声
掛
け
す
る
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
開
け
「
安
居
渓
谷
」

を
指
差
し
た
の
で
、
渓
谷
ま
で

送
っ
て
行
き
、
帰
り
の
バ
ス
案

内
を
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
方

だ
っ
た
。

　

池
川
総
合
支
所
付
近
に
安
居

渓
谷
の
案
内
看
板
・
バ
ス
時
刻

表
の
設
置
を
。
同
時
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
に
も
一
工
夫
あ
れ

ば
。

　

答　

町
長

　

現
在
の
観
光
地
へ
の
案
内
は

車
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

公
共
交
通
機
関
利
用
の
観
光
客

向
け
の
案
内
・
案
内
板
製
作
を

検
討
し
情
報
掲
示
を
強
化
し
た

い
。

一
般
質
問

　

問　

藤ふ
じ

﨑さ
き

源も
と

彦ひ
こ

議
員

　

町
長
は
選
挙
演
説
な
ど
で
、

本
町
の
課
題
に
つ
い
て
解
決
策

を
述
べ
ら
れ
た
。

　

優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
何
か
。

　

答　

片
岡
町
長

　

優
先
す
べ
き
課
題
は
、
人
口

減
少
対
策
と
考
え
る
。
少
子
高

齢
化
、
若
年
層
の
流
出
、
出
生

率
の
低
下
な
ど
が
同
時
進
行
し

て
い
る
。

　

住
宅
の
確
保
と
安
定
を
支
援

し
、
移
住
者
に
本
町
の
魅
力
や

暮
ら
し
や
す
さ
を
発
信
す
る
。

長
期
的
に
は
、
本
町
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
成
長
し
て
離

れ
た
後
も
、
帰
り
た
い
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

問　

藤
﨑

　

人
口
減
少
対
策
の
財
源
確

保
、
地
域
経
済
の
維
持
、
発
展

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　

答　

町
長

　

県
補
助
や
国
庫
補
助
金
等

を
、
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
、

確
保
す
る
。

　

地
域
経
済
は
、
宿
泊
を
見
据

え
た
滞
在
型
の
観
光
を
中
心

に
、
維
持
、
発
展
を
図
る
。

　

問　

藤
﨑

　

町
長
は
、
小
学
校
2
校
の
現

状
維
持
、
中
学
校
1
校
に
統
合

す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
声

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。
複
式
学
級
や
ク
ラ
ブ
活

動
の
人
数
不
足
な
ど
解
決
す
べ

き
問
題
は
多
く
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
区
説

明
会
な
ど
で
、「
学
校
が
な
く
な

る
と
地
域
が
寂
れ
て
し
ま
う
」

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た

が
。

　

答　

町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ

る
と
、「
小
1
校
中
1
校
の
単
独

校
」、「
小
中
一
貫
校
」、「
小
2
校

中
1
校
」
の
三
つ
の
選
択
肢
に

つ
い
て
差
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
。　
　

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
教
育

現
場
に
お
け
る
子
ど
も
、
保
護

者
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
実
現
に

取
り
組
む
。

　

地
域
振
興
策
に
取
り
組
む
こ

と
で
、住
民
の
声
に
応
え
た
い
。

　

問　

藤
﨑

　

地
域
交
通
の
再
構
築
と
は
、

具
体
的
な
内
容
は
。

　

答　

町
長

　

今
年
3
月
に
策
定
し
た
、
仁

淀
川
町
地
域
公
共
計
画
に
沿
っ

て
、
ま
ず
地
域
の
実
情
や
課
題

を
洗
い
出
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
路
線
網
を
再
構
築

す
る
。

　

問　

藤
﨑

　

仁
淀
ブ
ル
ー
効
果
で
交
流
人

口
は
増
加
し
て
い
る
が
、
稼
げ

る
観
光
に
な
っ
て
い
な
い
。
対

策
は
。

　

答　

町
長

　

稼
げ
る
観
光
へ
の
転
化
は
、

観
光
客
が
町
内
に
滞
在
す
る
時

間
を
延
ば
す
こ
と
だ
と
考
え

る
。

　

最
も
効
果
的
な
対
策
は
、
宿

泊
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
つ
き
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
町
内

事
業
者
の
収
入
増
や
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

　⃝
答
　

�
人
口
減
少
対
策

優
先
す
る
課
題
は
？

　⃝

答
　

�

補
助
は
な
い
。
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

は
普
及
・
啓
発
に
努
め
検
討
し
た
い

高
齢
者
世
帯
に

エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
を
！

⃝

答
　

�

小
学
校
2
校
中
学

校
1
校
に
統
合

学
校
再
編
に
つ
い
て

⃝

答
　

�

町
内
滞
在
時
間
を
延
ば
す

稼
げ
る
観
光
に
つ
い
て

⃝

答
　

�

案
内
・
案
内
板
を
検
討
す
る

仁
淀
ブ
ル
ー（
安
居
渓

谷
）の
告
知
に
つ
い
て
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委  員  会  報  告
会議名
　第 2 回 議会改革調査特別委員会
　令和 7 年 9 月17日 

出席者

　事務局長・書記
議題
　議員定数削減及びそれに伴う議会改革のあり方、並びに議員報酬について

報告
　来年 1 月の選挙からというには急すぎる
　 1 回、 2 回の会議で結論を出す内容ではない
　11月の住民との意見懇談会にも諮り、継続して審議していく

町道安居渓谷線入札等に関する調査特別委員会設置の決議

1　検査事項
　　町道安居渓谷線入札等に関する事項

2　検査方法
　　関係書類及び計算書並びに報告書の提出を求める。
　　任意ではあるが関係者の聞き取りを行う。

3　調査期限
　　�町道安居渓谷線入札等に関する調査特別委員会は、基本的に

１ に掲げる調査を12月定例会まで行うことができる。

理由
　　町道安居渓谷線災害復旧工事の入札手法、その他において議会として多大な疑義があるため。

委　員
藤﨑　源彦

委員長
大野　直孝

委　員
藤堂賢太郎

副委員長
野村　安夫

副委員長
竹本　文直

委　員
岡田　良成

委員長
藤原　　大

委　員
藤﨑　源彦

委　員
大野　直孝

委　員
若藤　敏久

議　長
大野　　弘

町道安居渓谷線

議　長
大野　　弘
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仁淀川町子ども議会開催
令和 7 年10月22日　仁淀川町子ども議会　一般質問通告一覧表

通告者 質問事項 質問の要旨 質問の相手

議席 1 番
池川中 3 年
大
おお

田
た

　翔
つ ば さ

夢

ふるさと納税
について

　最近ふるさと納税の話題をよく聞きますが、仁淀川町ではふるさと納税に関してど
のような取り組みをしていますか。また、ふるさと納税での収入はどのくらいの金額
があり、その収入はどのようなことに支出されていますか。

町民課長

議席 2 番
仁淀中 2 年
鎌
かまくら

倉　晴
はる

音
ね

小中学校の統
合について

　小中学校の統合について、今後どのような方向になるのか教えてください。また、
小学校も中学校も児童生徒数が減っているのは明らかですが、各中学校区での小中一
貫校として統合することは考えられますか？

町長
教育長

議席 3 番
池川中 3 年
林
はやし

　希
の あ

旺

人口減少につ
いて

　仁淀川町の人口は年々減少し続けています。今後のさらなる人口減少や少子高齢化
の加速などが問題となっていますが、仁淀川町の人口を増やすための取り組みとして
どのようなことを行っているのか教えてください。
　また、人口減少を食い止めるための地域活性化につながる取り組みは、どのような
ことを行っていますか。

町長
町民課長

議席 4 番
仁淀中 2 年
佃
つくだ

　　彩
い よ

世

土砂災害時の
対応について

　仁淀川町のハザードマップを見てみると、町内は全域で土砂災害の危険性が高いこ
とが分かりますが、土砂災害時の対策や避難場所・方法について、どのようになって
いるか教えてください。

総務課長

議席 5 番
池川中 1 年
日
ひ

浦
うら

　美
み

織
おり

池川スポーツ
センターにつ
いて

　池川スポーツセンターは現在、大雨のときにはかなりの量で雨漏りします。また、
古くなっているため引き戸の扉が外れやすくなっています。さらに、夏場は屋根が非
常に熱くなることで接着剤が天井から落ちてくることがあります。
　近い将来、南海トラフ地震が起きることが想定されていますし、近年、台風などの
自然災害も各地で起こっています。そういったときには、池川スポーツセンターが避
難場所となっています。現状を考えると避難所として機能するか心配されますが大丈
夫でしょうか。

町長
総務課長

議席 6 番
仁淀中 3 年
齋
さいとう

藤　正
まさひで

英

長者小学校の
校舎について

　閉校した長者小学校の校舎の今後の活用方法についてどのように考えているか教え
てください。

町長
教育長

議席 7 番
池川中 2 年
廣
ひろ

瀬
せ

ここみ

田村の歩道に
ついて

　何年にもわたり、国道439号の田村地区では歩道を整備する工事が行われています
が、どういう目的でこの工事を行っていて、いつ頃工事が完了する予定でしょうか。
　また、道路標示の塗装が剝がれている箇所が何箇所か見られます。歩行者や自動車
などが通行する上での危険を少しでも減らすためにも、道路の整備を見直す計画はあ
るのでしょうか。

建設課長

議席 8 番
仁淀中 3 年
掛
かけみず

水　陽
はる

斗
と

働く場所につ
いて

　仁淀川町出身の人たちが、仁淀川町に戻って暮らしたいと思えるためには、働く場
所が必要だと思いますが、それについて行っている取り組みがあれば教えてください。
また、企業などの誘致などの計画はありますか。

町長

議席 9 番
池川中 3 年
金
かな

尾
お

　洸
こう

太
た

伝統芸能の継
承について

　私たちの学校では、例年、授業として池川神楽に取り組んできました。私も昨年は
実際に舞う体験をしました。しかし、今年度は、池川神楽保存会の方から、メンバー
の高齢化により例年どおり授業での実施は難しいとの話があり、生徒の中で希望者が
神社での夜間の練習に参加しながら文化祭での発表に向けて取り組んでいます。私も
参加して舞の練習をしています。練習に参加してみて、実際に池川神楽保存会には若
い人が少ないと感じます。池川神楽をはじめ、伝統文化を今後どのように継承し、守っ
ていくのか教えてください。

町長
教育長

議席10番
仁淀中 3 年
掛
かけみず

水　心
み

陽
はる

伝統文化の継
承について

　仁淀川町には、神楽や秋葉まつりといった伝統文化がありますが、正直私は神楽を
直接見たことがないです。さらに、町内に三つの神楽があることも知りませんでした。
きっと町内の子どもたちの多くがそうでないかと思います。見る機会があればいいな
と思います。また、伝統文化を続けるために、後継者問題などがありますが、どのよ
うな手立てを町として行っているのか教えてください。

教育長
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仁
淀
中
学
校
3
年

議
長　

掛か
け
み
ず水　

心み

陽は
る

　

去
年
の
子
ど
も
議
会
で
は
、

初
め
て
で
緊
張
し
て
再
質
問
で

き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
今
回
の
子
ど
も

議
会
で
は
2
回
も
再
質
問
が
で

き
自
分
で
も
成
長
し
た
と
感
じ

ま
し
た
。
今
年
は
初
め
て
の
議

長
も
体
験
し
て
、
最
初
は
か
ん

だ
り
詰
ま
っ
た
り
し
た
け
ど
、

最
後
の
ほ
う
は
事
務
局
長
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
名
前
を
呼
ぶ
と

き
が
一
番
緊
張
し
た
の
で
、
本

物
の
議
長
さ
ん
の
す
ご
さ
が
分

か
っ
た
し
尊
敬
し
ま
す
。

　

秋
葉
ま
つ
り
に
愛
媛
の
方
が

2
人
参
加
す
る
と
聞
き
、
他
の

地
域
か
ら
の
参
加
者
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
す
ご
く
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
仁
淀
川
町

の
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

知
れ
た
の
で
、
地
域
の
こ
と
を

も
っ
と
深
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

池
川
中
学
校
3
年

　

副
議
長　

金か
な

尾お　

洸こ
う

太た

　

子
ど
も
議
会
で
仁
淀
川
町
の

伝
統
文
化
に
つ
い
て
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
続
く
難
し
い
課

題
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
町
内
外
で
の

活
動
を
通
し
て
少
し
で
も
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
最
優
先
で
、　

興
味
を
持
っ

て
く
れ
た
方
々
に
体
験
と
い
う

形
で
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
継

承
し
続
け
ら
れ
る
と
分
か
り
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て

い
た
疑
問
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、
答
弁
も
し
て
も
ら
え
た
の

で
、
今
後
自
分
の
で
き
る
範
囲

の
行
動
を
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

池
川
中
学
校
３
年

　

大お
お

田た　

翔つ
ば
さ夢

　

や
っ
て
み
て
す
ご
く
緊
張
し

ま
し
た
。
実
際
に
子
ど
も
議
会

に
参
加
し
て
み
て
、
町
政
の
場

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
か
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
で
体
験
し

た
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
選
挙
で

自
分
た
ち
の
代
表
と
な
る
議
員

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ

と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
な
い
よ
う

な
機
会
を
経
験
で
き
、
あ
ま
り

聞
け
な
い
こ
と
も
聞
け
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
生

き
て
い
く
中
で
、
自
分
の
意
見

を
し
っ
か
り
伝
え
議
論
し
て
い

く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
の

で
、
今
回
の
経
験
を
こ
れ
か
ら

に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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仁
淀
中
学
校
２
年

　

鎌か
ま
く
ら倉　

晴は
る

音ね

　

子
ど
も
議
会
に
参
加
し
て
み

て
、
普
段
な
ら
感
じ
る
こ
と
の

で
き
な
い
雰
囲
気
の
中
で
経
験

が
で
き
、
ま
た
人
前
で
自
分
の

意
見
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
な
ら
町
長
や
教
育
長
な

ど
、
町
政
に
携
わ
る
方
に
直
接

質
問
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
今
回
子
ど
も
議
会
で
質
問

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

町
政
に
一
歩
近
づ
け
た
と
思
う

し
、仁
淀
川
町
の
知
識
が
増
え
、

町
の
現
状
に
つ
い
て
興
味
や
関

心
が
も
て
ま
し
た
。
子
ど
も
議

会
で
経
験
し
た
こ
と
は
今
後
、

高
校
や
就
職
の
と
き
に
も
役
立

つ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
発
表
す

る
こ
と
な
ど
に
挑
戦
し
、
経
験

で
得
た
武
器
を
最
大
限
生
か
せ

る
よ
う
に
し
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

池
川
中
学
校
３
年

　

林は
や
し　
　

希の

あ旺

　

子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、
議

会
の
緊
張
感
や
雰
囲
気
を
初
め

て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
再
質
問
な
ど
を
し

て
議
論
を
重
ね
て
い
く
面
白
さ

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
人
口
減
少
の
こ
と
を
質
問

し
、
答
弁
か
ら
仁
淀
川
町
が

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
町
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
今
の

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

仁
淀
中
学
校
2
年

　

佃つ
く
だ　
　

彩い

よ世

　

こ
れ
ま
で
議
会
は
難
し
そ
う

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子

ど
も
議
会
に
参
加
し
て
み
て
、

思
っ
て
い
た
よ
り
難
し
く
な

か
っ
た
し
、
執
行
部
の
方
が
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
し
て
、
自
分
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初

め
て
の
子
ど
も
議
会
で
、
す
ご

く
緊
張
し
た
け
ど
、
役
場
の
皆

さ
ん
が
優
し
く
教
え
て
く
だ

さ
っ
て
、
会
議
中
も
自
信
を

も
っ
て
で
き
ま
し
た
。
仁
淀
川

町
で
暮
ら
し
て
い
て
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
質
問
で
き
て
よ

か
っ
た
し
、
再
質
問
を
し
て
、

さ
ら
に
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
本
物
の

議
場
で
議
会
が
で
き
て
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
を
将

来
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
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池
川
中
学
校
1
年

　

日ひ

浦う
ら　

美み

織お
り

　

子
ど
も
議
会
で
は
、
質
問
を

し
て
答
弁
を
し
て
く
れ
る
と
き

に
し
っ
か
り
メ
モ
を
と
っ
て
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

池
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、

す
べ
て
を
直
す
と
な
る
と
、
1

億
円
は
超
え
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
災
害
で
雨
が
降
っ
た
と

き
に
避
難
場
所
に
は
す
る
け
れ

ど
、
あ
ま
り
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
て
対
処
す
る
の
か
な
と
考

え
ま
し
た
。
仁
淀
川
町
の
収
入

も
支
出
も
た
く
さ
ん
の
金
額
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
す
ぐ
に
直
せ
る
工
事
や

観
光
業
な
ど
に
使
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
仁
淀
川
町
に
は
、
伝
統
芸
能

の
神
楽
な
ど
で
関
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

仁
淀
中
学
校
3
年

　

齋さ
い
と
う藤　

正ま
さ
ひ
で英

　

実
際
に
子
ど
も
議
会
に
参
加

し
て
、
本
物
の
議
会
も
、
僕
た

ち
が
今
日
や
っ
た
み
た
い
に
す

る
の
だ
と
思
っ
て
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

話
を
聞
い
て
い
る
中
で
、
仁
淀

川
町
で
は
地
震
が
起
き
た
と
き

の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

に
避
難
所
を
設
置
す
る
準
備
が

あ
る
こ
と
を
知
り
安
心
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
震
の
あ
と
物
資

が
届
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
16
カ
所
あ

る
か
ら
そ
こ
に
物
資
を
運
べ
る

こ
と
、
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
も
考

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、
仁
淀
川
町
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

池
川
中
学
校
2
年

　

廣ひ
ろ

瀬せ

こ
こ
み

　

今
日
の
子
ど
も
議
会
で
、
私

は
田
村
地
区
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
通
学
路
の

た
め
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

体
育
館
の
修
理
を
や
る
と
し
て

も
1
億
円
か
か
る
と
聞
い
て
、

今
の
工
事
に
も
高
い
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
、
予
算
は
大

丈
夫
か
な
と
心
配
し
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
給
食
無
料
や
検
定
を

無
料
で
受
け
ら
れ
る
な
ど
私
た

ち
に
も
お
金
を
使
っ
て
く
れ
て

い
る
の
で
、
そ
う
考
え
る
と
あ

り
が
た
い
、
感
謝
し
か
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
他
に
も
伝
統
文

化
や
小
学
校
や
中
学
校
に
つ
い

て
も
、
残
し
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
や
、
や
り
や
す
さ
な
ど

を
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
先
、
仁
淀
川
町
の
一

員
と
し
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
も
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

仁
淀
中
学
校
3
年

　

掛か
け
み
ず水　

陽は
る

斗と

　

子
ど
も
議
会
に
参
加
し
て
み

て
、
実
際
の
議
会
が
ど
の
よ
う

な
感
じ
か
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
話
を
聞
い
て
い
る
中
で
、

仁
淀
川
町
の
人
口
減
少
を
止
め

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

し
て
い
た
り
、
災
害
が
起
き
た

と
き
の
た
め
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
と
、
自
分

の
知
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
実
際
の
議
会
は
こ

ん
な
に
緊
張
す
る
の
だ
と
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
こ
れ
か
ら
に
生
か
せ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い

で
す
。
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祝！　達成
仁淀川町合併20周年記念イベント流しそうめんギネス記録

　10月25日土曜日、町内の竹約1,000本を使って流しそうめんのギネス
記録（約4,100ｍ）挑戦。
　「世界一の仁淀川町、形に残る、皆の記憶に残る何かがしたい」との思い
で町内の若手有志が集まり、挑戦がスタート。
　竹の加工やギネス申請などの準備期間は約半年ほど、誰もやったことが
なく手探りながらなんとか20周年のタイミングに間に合いました。
　設置だけでも２週間、作業中にも落ち葉やいがぐり、落石があり一筋縄
ではいきません。
　１週間前の試運転、２年前に流しそうめんギネス記録を達成した大分県
竹田市から寄せ書きを持って応援に駆けつけてくれました。感激！
　本番当日、スタート地点から流したそうめんが25ｇ以上到達すれば挑
戦成功です。　

　そうめんを流す大役は竹村実行委員長。
　結果は4,133.59ｍ、そうめんは2,020ｇも流れ着きました。
　流れ着いたそうめんをきれいに洗って、皆で食べきって挑戦成功になりました。

竹村委員長  「人口が減って若者がおらんといわれる町かもしれないが皆で力を合わせれば世界一が取れ
るってことが証明できた」

片 岡町長  「仁淀川町の土地の特性を生かした素晴らしいイベントだった。成功して本当に良かった」
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仁淀川町議会　映像配信のご案内
●アクセス方法
　スマートフォンなどでの視聴
「議会だより」の表紙のＱＲ
コードから

　パソコンで視聴
仁淀川町のホームページから

●ライブ（実況生中継）定例会・
臨時会の実況中継
　議会開催当日（実際の議会進
行から２～５分遅れ）見逃した
場合や再度視聴する場合は、Ｖ
ＯＤ配信をご利用ください。
●ＶＯＤ（録画）配信
　議会の開催後１週間～10日
後（平成元年12月議会以後のも
の、おおむね４年間）。

議
長
一
口
メ
モ 

　
　
　
　
　
　
　

　
「
言
葉
の
重
み
」

　

地
位
や
役
職
を
持
つ
人
の
発
言
は
、
そ
う
で

な
い
人
の
発
言
よ
り
も
、
一
般
に
重
く
受
け
止

め
ら
れ
ま
す
。
重
要
な
会
合
や
議
会
に
お
い
て

も
、
発
言
は
日
常
の
会
話
よ
り
も
遥
か
に
重
い

意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

聞
き
手
に
と
っ
て
は
、
そ
の
言
葉
は
、
単
な

る
情
報
と
し
て
で
は
な
く
、
深
い
確
信
や
約
束

と
し
て
受
け
取
ら
れ
ま
す
。
そ
の
言
葉
に
よ
っ

て
は
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
恐
れ

も
あ
り
、
発
言
者
は
、
そ
の
こ
と
に
対
し
説
明

責
任
や
道
理
的
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

言
葉
の
重
み
を
自
覚
し
時
と
場
所
や
場
合
を

わ
き
ま
え
、
不
用
意
な
発
言
は
深
刻
な
誤
解
や
、

人
間
関
係
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

議
長
と
し
ま
し
て
も
、
言
葉
を
選
び
慎
重
に

発
言
し
た
い
も
の
で
す
。

議
長　

大
野　
　

弘

　

令
和
7
年
6
月

　
　

1
日　

�
高
知
県
総
合
防
災
訓
練
・
地
域
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

3
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
～
11
日　

定
例
会

　
　

11
日　

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

　
　

18
日　

い
の
ち
輝
け

　
　
　
　
　

〜
さ
く
ら
咲
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
　

25
日　

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　

27
日　

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

仁
淀
川
林
産
共
同
組
合
通
常
総
会

7
月

　
　

6
日　

仁
淀
川
町
消
防
大
会

　
　

7
日　

�

国
道
33
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高

知
県
協
議
会
総
会

　
　

9
日　

�

国
道
439
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会

　
　

14
日　

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

　
　

16
日　

�

国
道
494
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
通

常
総
会

　
　

24
日　

�

国
道
33
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会

　
　

27
日　

七
福
神
の
祭
典

　
　

28
日　

仁
淀
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　
　

31
日　

市
町
村
議
会
議
員
研
修

8
月

　
　

18
日　

�

仁
淀
川
改
修
期
成
同
盟
会
四
国
地
方

整
備
局
要
望
活
動

　
　

25
日　

�

地
域
に
根
ざ
し
た
佐
川
高
等
学
校
を

後
援
す
る
会�

総
会

　
　

29
日　

�

町
村
議
会
議
長
研
修
会
及
び
県
政
に

対
す
る
意
見
交
換
会
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編
集
委
員
の
一
員
と
し
て
全

議
員
の
議
会
で
の
奮
闘
ぶ
り
が

伝
わ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
8
月
に
町
長
選
挙
が

あ
り
町
民
の
審
判
で
執
行
部
の

体
制
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
も
新
執
行
部
と
共
に
、
町

民
の
願
い
の
実
現
と
「
こ
の
町

に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
そ

ん
な
仁
淀
川
町
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
も
地
球
温
暖
化
で

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日

出
さ
れ
日
常
生
活
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
で

は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
よ

う
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
紙

面
の
刷
新
や
改
善
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
藤
堂
賢
太
郎　

記
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

藤
原　
　

大

副
委
員
長　

藤
﨑　

源
彦

委　
　

員　

藤
堂
賢
太
郎

大
野　

直
孝

竹
本　

文
直

議　
　

長　

大
野　
　

弘

町
内
の
商
店
を
巡
ろ
う
！

「CA
FE and B

EEF 

か
る
。」

話 題

•営業時間　昼　11：00〜15：00　※14：00（ラストオーダー）　夜 17：00～20：30　※要予約
•定休日　毎週木曜日（変更の場合有）
•住　所　仁淀川町土居甲769− 5（ＴＥＬ 0889−20−9921）
店長からのコメント
　人気メニューはハンバーグ！　 ６ 種類のソースを選ぶことができますので、ぜひご賞味
ください！
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